適応行動論（ハセマリ）00夏　解答・解説

＜解答＞

　1.(３)　2.（４）　3.（４）　4.（２）　5.（１）　6.（２）　７.（１）　８.(４)　9.（３）　

10.（２）　11.（３）　12.（４）　13.（４）　14.（１）　15.（６）　16.（２）　17.（３）

18.（４）　19.（１）　20.（３）　21.（１）　22.（３）　23.（２）　24.（４）　25.（１）　

＜解説＞

0． 難問は２,５,１５,２４です。範囲外は２２,２３です。記述問題が最後にありましたがスペースの関係上省きました。種の保存はなぜ誤りかということについてです。それについては解説の最後に載せておいたので見といてください。

1. 社会生物学はエドワード・ウィルソンの著作。進化を人文学に応用しようという先駆けの本です。

2. 範囲外ですが、生得説と白紙説で分かれていると見抜けば解けます。

3. 社会ダーウィニズムについてはP11~12を参照のこと。

4.進化の定義はP22に太字で載ってます。この辺は常識にして欲しい。

5.ダーウィンについてはP26~27を参照してください。２は有名ですね。３，５は彼が学んだ大学。

４は住んだりしてます。１には行ってません。こんなマニアックな問題はできなくてもよいでしょう。（問題作った当人が言っておられました）

6.P30~31を参照してください。

7.適応度は毎年頻出。生存率×繁殖率です。

8.P88に書いてあります。

9.カッコウの托卵はP46~48。卵を入れ替えるとき数と色をそろえ、孵った雛が義兄弟を殺します。

10.11.ローレンツだけが群淘汰です。後の3人は遺伝子淘汰。

12.4以外は正解。子殺しは１夫多妻型社会によく見られます。それについてはP82を参照。

13.500~600万年前です。P89を参照。

14.社会脳仮説（マキャベリ的インテリジェンス仮説）はP92~93。脳が大きくなったのは他者を欺く

　ためであるという説です。そのような仮説の前提条件は、①恒常的な社会集団を作る　②集団内で

　は個体認識別可能　③社会順位あり　④互いに社会順位を認識　です。

15.道具を使うのは一部の霊長類です。大部分は使えません

16.現生大型類人猿＝チンパンジーだと分かれば楽勝。99年夏の８，９の解説を参照してください。

17.死者の埋葬はネアンデルタール人のお話ですね。

18.P121を参照。意地悪行動は両者の適応度を下げてしまう行動です。

19.倍数体生物は人間も含まれる。血縁関係は自分－父－祖母－父の義兄弟－義兄弟の息子、の

　ルートしかないので、血縁度は0.5の4乗で16分の１。

20.囚人のジレンマについてはP180~184を参照。

21.P192~193参照。性淘汰の強さは実効性比と潜在的繁殖速度で決まり、1以外の選択肢は潜在的繁

　殖速度の要素です。

22.P208~209参照。

23.99年冬の15番に同じ。楽勝問題。

24.P260参照。難問で範囲外なのでできなくても可。差がつく問題です。

25.親子間の利害対立は第７章を参照。２～４はいずれも事例として挙げれらています。１はP214

　に事例として挙げられているだけです。

＜おまけ＞種の保存はなぜ誤りか？

現代でも根強く残っている種の保存という考え方ですが、種の保存の元にあるのは群淘汰の理論です。しかし自然淘汰の論理からこの考え方が出てくることはありえません。その理由は

1 集団の絶滅が起こって集団間淘汰が働くよりも先に遺伝子淘汰が働く

2 集団内に突然変異が起こるのは防げない

3 集団は複製の単位として不明確

ということからです。しかし社会性昆虫など群淘汰が働くかもしれないと言われている例外もあります。

